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　水を含んだ生物試料の，ありのままの姿を高

分解能で観察する手段として軟X線を用いたX

線顕微鏡の研究が我が国においても盛んになり

つつある。これは，主にシンクロトロンのよう

な高輝度X線源が使用できるようになったこ

と，微細加工技術あるいは材料製作技術の進歩

により高分解能のX線結像素子が製作できるよ

うになったことに基づいている。一方，X線に

よる生物試料の放射線損傷を避ける観点から，

パルスX線源の有効性が指摘されると共に，プ

ラズマX線源の重要性が高まってきた。X線顕

微鏡が実用化されれば，光学顕微鏡の分解能を

上回る観察手段として生物学，医学等への波及

効果は計り知れない。また，X線顕微鏡は，生

物試料観察のためだけでなくプラズマのX線診

断や，固体試料の二次元あるいは三次元的な元

素分析等重要な応用を持っている。

　このような，いまだ萌芽期ではあるが重要な

課題に対して大学および産業界の協力により調

査研究を行うため，昭和63年6月にレーザー学

会X線顕微鏡技術専門委員会が設立された。

　X線顕微鏡の概念はかなり広いが，ここでは

主としてレーザープラズマX線源の応用と言う

点にしぼり，一部，比較の意味で他分野を含め
た。

　本技術専門委員会では，1）X線源，2）X

線光学素子，3）X線画像検出器，4〉X線光

学システム，5）X線顕微鏡応用，の各項目に

ついて，年4回の割合で委員会を開催し，調査

を実施した。

　本特集号は2年間の調査研究の成果をとりま

とめたものである。まずインコヒーレントプラ

マX線源およびX線レーザーについてまとめら

れている。X線レーザーは生物試料の三次元観

察を可能にするX線ホログラフィーに必要なも

のである。また，最近，我が国をはじめとして

内外であいついで成功が伝えられている小型シ

ンクロトロン放射装置についても述べられてい

る。X線光学素子の評価手段等として，実験室

サイズのシンクロトロン放射装置のX線顕微鏡

研究に置ける有効性は言うまでもないであろ

う。つぎに，X線結像素子であるゾーンプレー

ト，多層膜反射鏡，斜入射鏡，さらに，CCD

X線画像検出器について報告されている。CCD

は，S／Nの良い，高分解能検出器として単一X

線パルスによる撮像に欠かせないものである。

つづいて，多層膜x線顕微鏡について報告され，

またゾーンプレートを用いたX線顕微鏡による

単一X線パルスによる撮像の可能性について述

べられている。最後に，X線顕微鏡の応用につ

いて解説されている。まず生物試料の観察にお

ける基本的な問題が考察され，レーザープラズ

マX線源の重要性が指摘されている。また，半

導体における時問分解スペクトロスコピーへの

応用，さらに，シンクロトロン放射によるもの

であるが固体試料の三次元的な元素分析につい

て述べられている。

　範囲を限定するとしても，X線顕微鏡の実用

化のためには上に述べた各項目についてさらに

今後の研究が必要である。問題点についての詳

細は本特集号に述べられているが，本特集号が

X線顕微鏡実用化を促進するきっかけにいささ

かなりと貢献できれば幸いである。
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